
４月３日（月）　2023年度春季リーグ戦第１節２回戦
【試合結果】

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

大公大 0 1 3 0 2 0 0 0 1 7

阪南大 0 3 0 2 0 1 0 0 0 6

【打者成績】 【打者成績】
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1 中 米麦 4 3 1 1 1 二 松田 4 3 1 1

2 右 北野 4 3 0 0 2 遊 毛利 4 5 0 0

右 山中 3 - - - 3 中 広岡 4 5 0 0

3 二 大西優 4 4 1 0 4 指 千原 4 5 1 0

4 左 眞銅 4 5 1 0 5 右 土倉 2 4 0 0

5 一 中西 4 4 1 1 6 左 吉見 2 4 1 0

6 捕 髙内 4 3 0 0 7 捕 堀 4 4 1 0

7 指 樋口 2 3 1 0 8 三 國方 4 4 2 3

8 三 大西健 2 3 2 4 9 一 高橋 4 3 1 1

三 楠橋 4 - - - 投 後根 3 - - -

9 遊 疋田 2 3 1 1 木藤 4 - - -

投 松浦 4 - - - 上杉 1 - - -

中野 3 - - - 三振 四死球 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点

三振 四死球 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点 7 3 1 0 0 37 7 5

5 7 4 0 2 31 8 7

【投手成績】 【投手成績】
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松浦 6 113 30 27 7 5 2 6 4 後根 2 44 11 4 1 1 4 1 1

中野 3 25 11 10 0 2 1(1) 0 0 木藤 3 56 17 13 5 3 3 5 5

合計 9 138 41 37 7 7 3(1) 6 4 上杉 4 45 14 14 2 1 0 1 1

合計 9 145 42 31 8 5 7 7 7
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【戦評】

昨日の勝利に続いて本日も勝利し勝ち点を獲得するべく、全員で闘いました。

初回から得点をあげたい大公大打線は、先頭の米麦が四球で出塁すると、北野も四球で続き、無死一二塁のチャンスメイク。大西優が犠打を

決めさらにチャンスを広げます。しかしその後の打線が繋がらずこの回は無得点に終わります。

その裏、先発の松浦は先頭を打ち取ると、右翼手北野の好守もあり三者凡退に抑えます。

２回表、先頭の髙内が四球で出塁すると、続く樋口がリーグ戦初ヒットで続きます。さらに米麦が放ったあたりが犠牲フライとなり１点先制

します。その裏、松浦は複数本の安打を浴び、相手打線に３得点を許します。

３回表、逆転したい大公大打線は大西優が無死からヒットで出塁。さらに中西、樋口が四死球によってそれぞれ出塁し、二死満塁とします。

この場面で迎えた大西健がレフトを越える走者一掃の二塁打を放ち、３点を追加します。

４回裏、松浦は相手打線に長打を許すと、味方の失策もあり２点を失います。５回表、一死から髙内が四球で出塁すると、大西健が本日２本

目の長打を放ち、１点追加。続く疋田もレフト線へ二塁打を放ちさらに１点を追加し、簡単には逆転を許しません。

６回裏、この回もマウンドに上がった松浦は先頭に二塁打を浴びると、その後のバッターの打球が強襲ヒットとなり１点を失います。７回か

らマウンドに上がった中野は先頭バッターから三振を奪うと、その後もリーグ戦初登板とは思えぬ、安定したピッチングで相手打線を三者凡

退に打ち取ります。

試合の均衡を破り、次の１点を先に取りたい大公大打線ですが、６回からマウンドに上がった投手を攻略できず得点を奪うことができません。

しかし９回表、試合を決めたいこの場面で二死無塁から迎えたバッターは四番眞銅。期待どおりのバッティングでレフト方向へ打球を運び、

二塁打で出塁。さらに中西がセンターへ強いあたりを放ち、１点を追加して勝ち越します。

９回裏、攻撃で掴み取った１点リードをなんとしても守り抜きたい場面でこの回も中野がマウンドに上がります。先頭バッターがレフト方向

へ放った打球を左翼手の眞銅が体を張ったプレーを見せてレフトフライ。その後のバッターも打ち取り、この回も三者凡退。７－６で勝利し、

勝ち点を１としました。


